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1. はじめに 
バスなどの公共交通機関では，停留所ごとの乗降客数を

計測することでサービスの向上や路線の運行計画の改善を

行っている．多くの公共交通機関では ICカード型の料金清
算システムが導入され，昔に比べて実数に近い利用者の計

測が可能となった．さらに，バスの位置情報から現在位置

を利用者に知らせるバスロケーションサービスが広まり，

General Transit Feed Specification (GTFS) [1]や GTFS Realtime 
[2]などと連携させ地図提供サービス上でリアルタイムにバ
スの位置や混雑状況を利用者が知ることが可能になった． 
また，地方自治体が主体となって運行する地域公共交通

であるコミュニティバスにおいても活性化を促すためにバ

スロケーションサービスなどのデジタル化が進んでいる[3]．
しかし，主要な公共交通と違い，地域公共交通を経営・運

行するための財源の多くは地方自治体から補填されている

ため，慢性的な財政不足となっており，機材の導入などが

困難であり，一部の財源豊富な地方自治体以外はデジタル

化ができずにいる．そのため，デジタル化が進んでいない

コミュニティバスでは，乗降客数を記録する際にバス停ご

とに紙に鉛筆で乗降客数を記録している．そのため，年度

末の乗降客数を集計する際に，文字の識別が困難であった

り抜けがあったりするために正確な乗降客数を集計するこ

とができず，集計作業自体が集計者の負担となっている． 
そこで我々は，バスロケーションサービスや乗降客数の

記録作業をデジタル化するために，携帯端末で動作するア

プリケーションとそのバックグラウンドのシステムを開発

した．本論文では，開発したアプリケーションとそのバッ

クグラウンドのシステムについて紹介を行う． 

2. コミュニティバス 
コミュニティバスとは，特定の地域やコミュニティ内で

提供される公共交通サービスの一形態である[4,5]．本論文
では，地方自治体が主体となって運行する地域公共交通の

バスをコミュニティバスとする．コミュニティバスは，市

街地，住宅地，そして農村地域など，他の主要な公共交通

機関がアクセスしづらい地域をカバーして運行される．高

齢者や障がい者の移動支援，学校や施設への通学支援，観

光地や地域の見所の巡回，そして買い物サービスの提供な

ど用途はさまざまである．しかし，基本的に収益は期待さ

れないため，運行費用の確保や需要の予測，路線設計の最

適化などで改善が求められている．そのためには，適切な

運営計画や財政的な支援策の導入が不不可欠である．また，

コミュニティバスは地域の移動ニーズに応えるだけでなく、

地域社会の結びつきを促進し，生活の利便性や環境に配慮

した交通手段として重要な役割を果たしている．地域の特

性や要望に基づいた運行計画と，地域住民の参加と協力に

よる運営体制の確立が，コミュニティバスの成功につなが

ると考えられる．そこで，地域住民へのサービス拡充と運

行計画の立案を補助するために，バスロケーションサービ

スと乗降客数の記録を行うための，乗降客数記録アプリケ

ーションと乗降客数記録システムの開発を行った．このア

プリケーションとシステムを利用することで，非常に安価

でコミュニティバスのデジタル化を行うことができるよう

になる． 

3. 乗降客数記録アプリケーション 
我々は，バスロケーションに使用する位置情報と乗降客

数を記録するためのコミュニティバスの運転手向けの乗降

客数記録アプリケーションの設計と開発を行なった（図

１）．アプリケーション内に事業者を特定するための IDを
設定し，トップ画面にて，事前に登録した事業者の前後 30
分以内に運行予定の路線のリストを取得する．乗降客数の

記録は行わずにバスロケーションのみにアプリケーション

を利用する場合は，常時送信のオプションを設定すること

で，乗降客数入力画面へ遷移することなくトップ画面にて

位置情報が一定時間毎にサーバへ送信されるようになる．

また，運転手はこれから運行する路線を選択することで乗

降客数入力画面に遷移する．乗降客数入力画面では，一定

時間毎にバスの位置情報がサーバに送られる．それとは別

に，運転手が乗降客数を入力した後にバスが加速すると入

力した乗降客数がサーバへ送られる．図 2 にトップ画面，

設定画面，そして乗降客数入力画面を示す．アプリケーシ

ョンは，Flutter3.7.0 で実装を行なった．今回は iOS と
Android向けにビルドを行っている．画面は iOSで実行した
ものをキャプチャしたものである． 
トップ画面では，画面内にカード型で路線情報がリスト

表示される．カード内には，「路線名」「便名」「始発バ

ス停」「終点バス停」「始発出発時刻」「終点到着時刻」

が表示される．カードをタップすることで乗降客数入力画

面へ遷移する．また，画面右上部の歯車アイコンをタップ

することで設定画面に遷移する． 
設定画面では，「バス情報関連」「表示関連」「記録関

連」「DB 関連」の設定を行うことができる．本アプリケ

ーションを使用するためには，バス情報関連の agency_id
（事業者 ID）と bus_number（バス ID）を最低 1つは登録

する必要がある． 
乗降客数入力画面では，バス停毎に乗客の乗降がある場

合に乗降客数の入力を行う．バスの運転手は，運行中はこ

の画面のままバスの運行を行う．画面上部に路線情報とし

て始発バス停と終点バス停と路線番号が表示される．バス

停にて乗降が発生した場合には，プラスとマイナスのボタ

ンで，そのバス停の乗降客数を入力する．入力後に一定の

時間が経過するかバスが加速し発信すると入力した乗降客

†九州大学 情報基盤研究開発センター 
Research Institute for Information Technology, Kyushu 
University 

‡九州産業大学 理工学部 情報科学科 
Department of Information Science, Faculty of Science 
and Engineering, Kyushu Sangyo University 

 

FIT2023（第 22 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2023 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 189

M-002

第4分冊



数がサーバへ送信される．入力された乗降客数を元にした

現在の乗車人数が画面中央に表示される．路線の終点バス

停に到着し運行を終了する場合は，画面最下部の「運行終

了」ボタンを押すことでトップ画面へ戻る．この時に現在

の乗車人数が０より大きい場合は警告音とメッセージがポ

ップアップされ，積み残しがないか確認を促す． 
このアプリケーションは，インターネットに繋がってい

るかつ位置情報を測定できる携帯端末であれば利用できる

ため，非常に安価でサービスのデジタル化を行うことがで

きる． 

 

4. 乗降客数記録システム 
 乗降客数記録システムは，乗降客数記録アプリケーショ

ンからの情報の受け取り及び運行事業者や利用者へ情報を

提供するサーバと，サーバ内にてさまざまなバス関連情報

を記録する ACEデータベースにて構成する（図 3）．九州

産業大学の研究室内に，学外で稼働している乗降客数記録

アプリケーションから情報を受け取るサーバと，そのサー

バを内包したバスの利用者や運行事業者へさまざまな情報

の提供を行うシステムを構築した． 
サーバにある ACE データベースに収集したバスのバス

情報，位置情報，そして乗降客数を記録する．サーバでは，

位置情報からデータベースに登録されているバス停を参照

して特定した後，バス停名，事業者 ID，バス ID，そして
乗降客数を記録する．また，バス情報に含まれる事業者 ID
と位置情報を利用して，地図上にバス位置をプロットする

バスロケーションをバスの利用者へ提供する．また，記録

した乗降客数の記録は，運行事業者が必要な時にファイル

として出力することができる．乗降客数記録アプリケーシ

ョンと乗降客数記録システムが連携することで，これまで

手作業で記録していた乗降客数をデジタルデータとして入

出力することができるようになる．また，位置情報を収集

することができるようになるため，利用者向けにバスの位

置をリアルタイムに地図上に表示するバスロケーションサ

ービスを提供できるようになる． 
乗降客数記録アプリケーションでこのシステムを利用

するためには，バスの事業者ごとの GTFS の登録が必要と

なる．現在は，公開されている GTFSとは別に ACEデータ
ベースへ手動で登録作業を行なっている．また，サーバを

研究室内に構築しているため，年に 1 回実施される計画停

電の際にシステムを停止させなくてはならないため，シス

テムを停止させないための対策が今後の課題である． 

 

5. まとめ 
地方自治体が主体となって運行する地域公共交通である

コミュティバスでは，慢性的な財政不足なためデジタル化

があまり進んでいない．そこで，バスロケーションサービ

スと乗降客数記録に焦点を当て，安価でデジタル化を行え

る乗降客数記録アプリケーションと乗降客数記録システム

を開発した．このアプリケーションとシステムを利用する

ことで，乗降客数の記録・閲覧，そしてバスロケーション

サービスを行えるようになる．このアプリケーションとシ

ステムは，複数の自治体ですでに使用しており，日々デー

タを蓄積している． 
今後は機能の拡充を行うとともに，研究室内のオンプレ

ミスの環境からクラウドへ移行することを予定している．

クラウドに移行することで，年に 1 回行われる計画停電の

際にシステムが停止することなくサービスを継続できるた

め，より質の高いサービスの提供が行えると考える． 
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